
研究の性格による分類について 

学術研究（academic research） 
 個々の研究者の内在的動機に基づき、自己責任の下で進められ、真理の探究や課題解決とともに新
しい課題の発見が重視される研究。 

要請研究（commissioned research） 
 政府からの要請に基づき、定められた研究目的や研究内容の下で、社会的実践効果の確保のために
進められる研究。 

基礎研究、応用研究及び実際の経験
から得た知識の利用であり、新しい材
料、製品、システム、工程等の導入又
は既存のこれらのものの改良を狙いと
する研究をいう。 

※「東日本大震災を踏まえた今後の科学技術・学術政策の在り方について（建議）」（平成２５年１月１７日 科学技術・学術審議会）をもとに作成。 

※基礎研究、応用研究、開発研究の定義は、科学技術研究調査（総務省）から引用。 

※ＯＥＣＤのフラスカティ・マニュアルでは、応用研究を「基礎研究と同様に新たな知識を獲得するために行う独創的研究であるが、具体的な実用
上の目的ないしは目標を志向する研究」と定義している。（日本語訳は日本学術会議の文書等を参考にした。） 

戦略研究（strategic research） 
 政府が設定する目標や分野に基づき、選択と集中の理念と立案者（政府）と実行者（研究者）の協同に
よる目標管理の下で進められ、課題解決が重視される研究。 

基礎研究 
（basic research） 

応用研究 
（applied research） 

開発研究 
（development research） 

基礎研究によって得られた知識を利
用して特定の目標を定めて実用化の
可能性を確かめる研究や、既に実用
化されている方法に関して新たな応
用方法を探索する研究をいう。 

特別な応用、用途を直接に考慮する
ことなく、仮説や理論を形成するため
又は現象や観察可能な事実に関して
新しい知識を得るために行なわれる
理論的又は実験的研究をいう。 
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総合科学技術会議専門調査会の再編 全体像 

ストークスの４象限に従った研究プロジェクトの分類 
（高被引用度論文算出群） 


